




















































ルティー係数資料（9）船型試験によるアド
、
、
ｒ
、 ラ

一軍螺旋大型貨物船および油槽船一菅 四 郎
遜陰技術厩究所次礎

船の長さLPPは垂線間長さ．ごあり，幅およびを水は

外板の平均厚さを加蝉Lた値で，排水魅』識も外板およ

び副部の排水遼を含み，肥11f係数等はこれらの腱を使用

して弊走したものである．また浮力中心位涯は中央識戦

面からの距離をLlwの％で表わしたもの･透，中央〉､ら
前方を－，後方を･1-としている．船尾はすべてクルー.渉
一．スターンである．

3）推進器要目挺ついて

推進器の要目としてI堂挫D》ピッチ比H/D(0.7にお
ける)，ピッチ分布（堀は遜職減は遊戯ピッチ）および
爽数のみを示，ずこと腱した‘ボス比，展開面餓比，蕊嘩

比等iこも若干の相異があるはずであるが，木蚕料の同的
からみて複繩こ．すぎる恐れがあり，また各グループ･はい

ずれも類似の船種を集めたもので特に著しく相異･する如

きもの獄ないと考え，誰険を省略した．

4）主議要目について

アドミラルティー熊数産比岐.する場合推進器の回鱒睡

は推進効率等に直接影蕊するので’回蝿数の影響を無覗
､テることは出来ない・回純敷の大体の見潜をつ3-る意珠

で，計笠された主機の走路馬力とその場合の回鱒数とを
記戦した．

（5）岡表中の記號について

Llw =垂線間長さ(m)

B =" (乎均外板を含む) (m)

d =吃水（ 〃｡ ) (m)

4 ＝排水堂（副部を含む）（趣）

Cb =方形肥溶係数

Cp =柱形〃 〃

C麺＝中央俄徽面係数

Icb =浮力中心位置

D =推進器直座(m)

H =ピッチ (m)

VHノ ー船の速庭（節）

DHP=博達馬力（推進器に徳えられz;馬力）
速産長比=vs//1/"

アドミラルティー係数＝4剥對3VBﾉ3/DHP

今回は最近，特に識出向けとして，多蝋建造されてい

る環螺旋の大型貨物船および大型グンカーの成鏡を集め

てみた．長さ150m以上のタイプは戦前には殆んどみ

られなかったもので，わずか街時の1麓額荻ンカーが長

さ150m前後で，このグループに入る位のものであろ

う．

グループ分けは垂線間長さ140～160m, 160～180m

および183m以上の3種とし，各グループ｡毎に10隻ず

つの成績を薬錐した．それぞれの要目は錨1～3表に示
す．但し今回は比較の便のため各船の織量および主椴要

目等は三つのグループ毎に長さがそれぞれ153m)170m

および190mの場合に換算Iﾉﾂご値で示してある． これ

ら各船の胃躍諏散弛陥態および輕貨状態（汚赦貨位までの

状態を含む）におけるアドミラルティー係数を第1～3剛

に示した．

次にこれらの表および剛を利用される上に必要な農1頭

のみを簡蕊に列記する．

1）試識方法1こついて

間lに示した成讃はし､ずふも迩輪技術研究所船舶推進部

における模型譜自航試醸の詰果から得られたもので，目

航試験の際の抵抗修正透の蝉走に雷つては，麓譜の耀隙
抵抗係数としてフルードの係数に修正係数eを乗じた値

を採用している．このごについては山縣博士箸船型學推
進編189頁に詳述されているが,木資料に扱ったような長
g140m以上の場合ほどは比較的小さい値である．す

なわち滿載吃水綴長さ150mの場合で1.012)170mの場
合で1.008,190mの場合で1.004であるから，この影

響はそれ程巌密に考える必要ばないであろう．
ただこのような大型船の股近の試運縛詰采では，賞際

の計測された所要馬力がフルードの係竣を使用して求珍
た推進馬力より明かに下まわることが知られてし､る．こ
れは主とL七，艦型の大型化したことやﾀ版の熔接が魔
く採用されるにし､たったこと等iこよる嘩嬢抵坑の減少に
基因するものと考えられ，これらによる馬力の減少につ
b,ては本養料の成護に別途に考噸修正を加える必蕊があ
る．なおこ･の黙に開しては本誌別稿を参照されたい．

2）船鰻主要寸法等について
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